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　　　　　　　　　　　　　裸の女王


 


 


 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


 


魂の状態たる風景があるとしたら、


 


それこそおよそ卑俗なものだろう。


 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カミュ『結婚』より


 


 


 


　　　　　　　　　　　　　　


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


　　　　　　　　　　　　裸の女王


 


 


 


 


 


　あるセレブな奥さんが昨日の夢を話そうと思って。


 


　庭先にゆったりと出、自慢の愛犬に話しかける。


 


「パピー。私に死神が。」


 


　醜い犬だ。パピーはとりあえず、その奥さんの言っていることを聴いていた。


 


　奥さんは明日死ぬことになっているらしい。奥さんは上機嫌だった。それでパピーは、庭先に埋めていた自慢の骨を掘り出し、奥さんに渡した。パピーは上機嫌だった。彼は庭のいたるところに次々に自分の自慢の骨を見出し、一体分くらいの人間は出来上がってしまいそうだった。奥さんは、奥さんで裸のままテラスに腰を下ろして、濃い過ぎる紅茶を入れて啜っていた。唇がアールグレイの味をたしかめた。


 


奥さんは太腿に紅茶をこぼした。奥さんの太腿が震えた。白い肌に、斑点が薄赤く浮かんでいた。


 


　爾来(じらい)、この奥さんには服を着るという習慣がない。外に出るときは仕方なしに、身体の自由を奪わぬ程度の服を着るが、それだって着こなしたというには程遠いくらい薄着だ。真っ黒のイブニングドレス、素っ裸にコート、水着に、ワンピースといった具合に一枚しか着ない。おかげさまで奥さんのクローゼットは一箱だって満足に使えたためしはないが、宝石には眼がないらしく、部屋ごと金庫にしなければ追いつかないほど蓄えてあった。奥さんにとって宝石は洋服だった。光り輝くという嘘が奥さんを包んでいる限り、奥さんは安心して夜を迎えることが出来るのだ。


 


　庭先でやさしくパピーを眺めていた奥さんは、パピーがひどく懐かしい形をした愛しげな骨を見つけたことに驚いた。奥さんは叫び声をあげて、また紅茶をこぼしたが、パピーは悦ばしげに尾を振り、その骨を持ってきた。パピーは大満足な様子だった。奥さんはその骨をパピーの口元から取り上げると、パピーは星屑のようにきらきら輝く瞳でご褒美をねだった。奥さんはパピーを置き去りにして、何事もなかったように立ち上がり、屋敷に引き上げていった。


 


　パピーは裸の奥さん後姿を陽気に見送った。


 


 


 


　その夜、奥さんは死神をみた。


 


　死神は奥さんのベッドの足元に腰掛けて、太い真っ黒なシガーから月の光のような煙を吐き出していた。


 


　死神は妖しい咳を何度かすると、咳の終わらぬうちに髭を親指で啜りながらジャズ風の曲を口ずさみ始めた。懐かしい仕種だった。奥さんはその様子を呆然と眺めていたが、次第にたまらなくなって、


 


「あなた、何時だと思っているの？」


 


　と、死神に罵声を浴びせた。


 


　死神は愕きあきれた顔で、


 


「こいつは失礼。」


 


　と奥さんの太腿で煙草を消したが、そのジャズ風の曲を止める気配は一向になかった。ほんの少し震えながら、あきれ果てて、裸の胸元をかくすさずに、


 


「ねえ、ちょっとあなた、そのシガー私にくださる？」


 


　と甘えた声でお願いした。


 


　死神は子供ように笑って、咥えていたシガーを奥さんに手渡し、指先で先端を軽くなぞり、月の光の煙をこすり出した。奥さんはシガーを咥え、柔らかな唇で吸い上げると、叫びを上げてしまいたいほどの気持ちよさにくらくらした。


 


「生きているって感じがするわ。」


 


　奥さんはそう思った。


 


「その通りだぜ。」


 


　死神は親指で髭を擦りながら答えた。奥さんはびっくりしてもう一度、思った。


 


「あなた私の考えていることが解るの？」


 


「その通りだぜ？」


 


 


 


　その通りだぜ。


 


 


 


　死神の声が聴こえた。


 


　奥さんは愉快に思った。


 


 


 


『本当に本当に私の考えが解るのなら、もう隠し事(・・・)なんてないわね。』


 


 


 


「その通りだぜ。」


 


　死神は言った。奥さんはシガーを吹かさずに、思い切り吸った。身体の中が不浄なもので汚されていくのがありありと解った。月の光だった。奥さんの口から鼻から月の光が溢れていた。奥さんはマントのようにシーツをなぎ払い、本当にもう何もなくなったといった表情で、


 


「パピーだけは殺さないで。」


 


　と、言った。


 


「その通りだぜ。」


 


　と、死神は小さな声で言った。死神は子供ように笑っている。月は窓辺から雨のように降り注いでいる。


 


「ねえ、あなた、ピアノは？」


 


「ん、ああ、その通りだぜ。」


 


「なら、私のために一曲弾いてくださらない？想い出のために。私ね、その間に着替えをすませるわ。」


 


「ん、ああ。・・・その通りだぜ。」


 


「じゃあ、私ベートーベンの《月光》がいいわ。こんな月夜は見おさめよ。」


 


　奥さんは笑った。口からは月の光が漏れていた。


 


「ああ。その通りだぜ。」


 


　死神が言った。


 


 


 


　独りぼっちになった部屋に月光が聴こえてきた。


 


 


 


　月光。


 


　あんなに美しかったのに、今はとても寂しい。


 


　ああ、私は、二十四年間も確かに生きてきた。


 


　あの月のようにかがやきながら、あの星のようにまたたきながら。


 


　欲しいものはもう何だって。


 


　それも今日、確かにたしかに終わる。


 


　すごくすごく良かったわ。


 


　とてもいい人生だった。


 


　だって何もかもやり終えてしまった人生だったもの。


 


　


 


　奥さんはクローゼットの奥に丁寧に吊るされていた最後の服を着た。化粧台に向かいメイクをすませると何故だかにやついてしまったが、そういうことも許されてもいいと思った。奥さん昔のまま綺麗だった。リップを引くとき、いつも夢を観た。仕種の中に、きらめきが隠れていた。その色が好きだと言ってくれたから・・・。


 


　


 


　奥さんはバルコニーに降りてきた。


 


　死神はピアノを弾いていた。


 


　歪んだ広い空間は遠まわしに奥さんへ月光を浴びせかける。奥さんはベートーベンを聴いている。楕円形の空間は中心点へ降ってゆく。階段はくるくると回ってピアノの方へ向かってゆく。奥さんは鈍い風に乗るように、傲慢に歩いて来る。


 


　ヒールの音は一歩一歩死へ近づいてゆく。奥さんは、髪をかきあげた。奥さんの人生で最高の仕種だった。誰もがレディであった彼女を愛した。


 


「ねえ、僕と踊ってくれないかい？」


 


　どんな男もそう言った。そして、かつて一度もそう言わなかった男に奥さんは恋をした。硝子の靴を落とし、躓いた拍子に、抱きとめた相手は王子ではなく紳士だったからだ。寂しげな瞳。それが奥さんを虜にした。奥さんの永遠の恋人、奥さんの全て、奥さんの愛、奥さんの身体、奥さんが人生で誓った最初で最後の相手、奥さんの心と身体を世界でただ一人なぐさめられる人、奥さんの甘いシガー・・・。


 


　奥さんの主人。


 


　奥さんは彼の服を着ていた。もう他の服は思いつきもしなかった。彼が結婚式の日に着ていた燕尾服を奥さんは楽しげに着こなしていた。


 


　奥さんは階上で高らかに唄った。


 


「ねえ、君。僕の月。僕の生。僕の全て。どうして僕のものになってくれない？僕が夜を終わらせてあげよう。君の、君の全ての夜を僕にくれないか？」


 


　それが彼のプロポーズの言葉だったのだ。


 


　そう言った彼は奥さんを残していってしまった。奥さんは彼の服を着ている。


 


　長い裾を折り曲げて、大き過ぎる肩をいからせ、髪をバックにして、ちょび髭をつけて、シガーを咥えて、スッテキを持って、でもヒールを履いて。


 


　死神は子供のように笑っていた。


 


　死神は奥さんを笑っていたのだ。


 


　奥さんはピアノを弾く死神の傍らに座り、失われた言葉で、愛を繰り返した。愛を繰り返した。死神は笑っていた。嫌らしい笑いだった。奥さんは踊ってさえいたのだ。


 


　シガーは落ちた。


 


　曲は終わった。


 


　死神は鍵盤から骨ばった手を下ろし、ふーふー言いながら奥さんをみつめた。奥さんは、ポケットからあの愛しい骨を取り出し、頬ずりし、胸に抱きかかえると、


 


「あなた。」


 


　と、言った。


 


　死神は何も言わずに奥さんを抱き寄せた。


 


　奥さんは死神の胸で泣き続けた。


 


「あなた、あなた、本当にごめんなさい。私、わたし、あんなことになるなんて。」


 


　死神は、もっと強く彼女を抱き寄せ、


 


「いいんだよ。」


 


　と、言った。


 


「いいんだよ。僕のマリー。君がどれほど僕のことを愛してくれていたか、解ったよ。僕もあんなことになるだなんて思いもしなかったんだ。」


 


　死神は咳をした。


 


「君がショットガンで僕を打つなんて思いもしなかった。あれはほんの悪ふざけだったんだよね？」


 


　死神は夫の声で言った。


 


「ねえ、マリーいつも(・・・)まで(・・)も(・)泣いていては駄目だよ。」


 


　奥さんのルージュはその言葉を見ていた。瞳は彼の髭を捉えていた。髑髏の瞳の奥に奥にある愛が、奥さんの魂の居場所を知らせた。私は今もあのひとの女王だわ、奪われるために生きた・・・。


 


　死神は奥さんの肩から手を離し、子供のような笑い声を上げると鍵盤を一つ鳴らし、闇の中に消えた。


 


奥さんはガタガタガタガタと震えて、しばらくあたりを見回していたが、バルコニーの宙空に何の気配もしなくなると、足早に隣りの部屋から、ショットガンを持ち出し、ピアノの前に座ってショットガンでやたら滅多に鍵盤を鳴らした。それでも鍵盤は一つも壊れはしなかった。奥さんは仕方なしに、ショットガンを傍らに置き、お気に入りのベルガマスク組曲を弾くと、彼のさっきの声を思い出した。


 


 


 


ねえ、マリーいつも(・・・)まで(・・)も(・)泣いていては駄目だよ。


 


 


 


泣いていては駄目だよ。


 


 


 


奥さんは演奏を止めると、二門式の大口の銃口を赤い唇で咥え、反動をつけて一気に引き金を引いた。


 


　闇があっという間に彼女を連れ去っていった。


 


　パピーは庭先で、ほんの少し眼を覚ましたが、そしらぬ風にまた真っ黒な瞳の奥に戻っていった。


 


　死体はピアノの椅子から転げ落ちた。大股を広げて逆立ちをした奥さんの遺体は、大事そうにショットガンを抱えていた。奥さんの腹には寄り添うようにあの愛しげな骨が一本横たわっていた。


 


 


 


 


 


　１８２６年、１０月３日未明、イーストシティのとある高級住宅街で一つの変死体が地元警察によって回収された。遺体は同市でも有名な変人マリー＝ステロ夫人のもので深夜ショットガンを咥えてピアノの傍らで引き金を引いた。第一発見者は夫人ご自慢の愛犬パピー♂。


 


ステロ夫人は三年前、最愛の夫を亡くしており、地元の名士でもあったステロ氏の死について保険金殺人の容疑をかけられていた。その頃からステロ夫人の奇行は表立つようになり、ステロ氏の葬儀にはなんと一糸まとわぬ姿でそのまま参列し、夫と一緒に埋葬してくれと、牧師に懇願した。あばれ狂うステロ夫人を引き離し、埋葬を終えたが、ステロ夫人は翌日未明、墓場から夫の遺体を掘り起こし、自宅の裏庭の花壇に埋葬した。当時この奇行について、地元警察は死体損壊罪で告訴する旨を検討したが、夫人の精神の著しい耗弱を顧慮し、特例としてステロ氏の遺体を自宅庭に埋めることを許可した。


 


　今回のマリー＝ステロ夫人の変死は、自殺とみてほぼ間違いないであろうと、地元警察の見解である。なお、夫人ご自慢の愛犬パピーは遺体発見から数時間後姿を消している。


 


　ステロご夫妻に心から哀悼の意を捧げる。


 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


 


１８２６年１０月３日


 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イーストシティ新聞社一同


 


 


 


　　　　　　　　　end.　　　　　　　　　　　　　　
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